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はじめに 
 

計算科学研究センターでは，研究事業に関する外部委員を含む諮問機関とし

て運営協議会を設置し，研究事業全般及び共同利用に関する指導助言を受け，

年度毎の研究評価を行っている。この研究評価については，運営協議会の下に

運営協議会の外部委員による研究評価委員会を設置し実施することとしている。 
この度，研究評価委員会から，平成２６年度の研究成果の評価についてのご

報告をいただいた。研究評価は，当センターの平成２６年度における重点施策，

改善目標等に沿って評価をお願いしている。 
研究評価委員会委員からの評価は，各分野の研究活動について、自己点検を

さらに深めるための重要な判断材料となるばかりでなく，当センターのこれか

らの発展のための貴重な指針となる。 
研究評価委員会委員の方々には，大変ご多忙のところ，各研究分野の研究成

果について研究評価をしていただき，貴重な所見を頂戴した。特に，常行委員

長にはとりまとめにご尽力をいただいた。 
謹んで，委員の皆様に御礼を申し上げる次第である。 
 
 

  平成２８年２月 

   

 
筑波大学計算科学研究センター   

                   センター長    梅村 雅之 
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１．研究評価委員会の設置 

   
筑波大学計算科学研究センター運営協議会は、平成２ 年 月２

の運営協議会において、運営協議会の外部委員で 研究評価委員会 を 成

し、 により、平成２６年度の研究評価を行 こと され、 下の方々

に研究評価委員会委員を した。 
 

大    大学大学 学研究科 

   大学大学 学研究科 

大    大学大学 学 研究科 

常行    大学大学 学 研究科 

    お の 大学 報学 研究センター 

   大学大 研究所 

     大学学 報 センター 

    報 研究機 報学研究所  

村    大 大学 ー センター 

同、所 は平成 年 月  
 

研究評価委員会委員には、平成２６年度年次報告 、及び 要に じて、 
平成２ 年度研究評価 を していただき、評価報告をお願いした。 

 
なお、分野の分 は、次のとおりである。 

 
 委員長 全 りまとめ               常行  

研究部      分野     大   
 研究部   分野        
   研究部   分野     大   

研究部       分野      常行   
科学研究部       科学分野         

 研究部       分野        
 計算 研究部  計算 分野    
 計算 報学研究部      ータ 分野        
   計算 報学研究部      計算 分野    村  
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．評価の  

下の評価 ー に、 することにより、各分野の研究活動 成果に

ついて評価を行った。各分野の評価報告について、第 に す。 

 
 

A)  計 度 
下の 目について、 れ れ な をお願いします。 

 
な のあったと められる研究 と評価す き点  

 
分であると められる研究 と改善す き点  

 
平成２ 年度の評価 指 に関する改善  

 
の 、 ン あれば、 下にご ください。 

 
B)  多 点からの評価 

下の 目について、 、 、 、 及び で、評価をお願いします。 
特に成果 ある 、 、 おおむ 、 分 、

評価 外  
 
センター に行 れているか  

 
学 に行 れているか  

 
、 活動 活発に行 れているか  

 
会 会活動な 行 れているか  

 
上 の評点の な 、 ン あれば 下にご ください。 

 
C) 評 

全 に する 評をお願いします 度  
 
D)  の  

の 、 ン あればご ください。
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．   

．１  

１． の の
の  

 

各 研究センターの研究 を 実 し、当 の学問分

野における特 を かしつつ、長 展 に つ 研究と学 な研究を

計 に する。  

平成２６年度重点施策 各 研究センターにおいて、 等の特 を かし

た研究 及び研究 策を する。 

共同利用 共同研究 点は重点 等により する。各 点は第
目標 計 の目標と計 を め、 に評価を実施して実施

の検 を行いつつ い研究成果の実 を る。  
平成２６年度重点施策 各共同利用 共同研究 点は、 な研究 によ

り の研究を実施する。 

 

． の の の  

研究  

共同利用 共同研究 点として 学 計算科学共同研究 点 を設置し、

な研究 を 、 の研究を実施する。 部 自の年次 実行計  

機として  を運用すると共に，次

ンとして， 大と共同して大 を 発 運用する を する。 

ー 計算 による 学 計算科学

研究 点の 実 および， の に関する 研究 を実施し，

の ー を検 する。 

分野 を に， ン ータおよび 計算 を 

活用し，研究を する。 

 計算 科学 点 および 計算科学 点 を とした学

外 を し， を める。 

 

研究 の の研究 の  

 次 での共同利用および大 計算の重点 を検 する。 

研究 事業，大 等を に，学 共同利用 の下で，

学 計算科学の研究を する。各部 の目標は次のとおりである。 

 
 

研究  における と多 の展 を目指し， を
用いた 点での ン 用の計算を行 。また， 度 度 に
おける を める。 
 

研究  における 成， の 成 と
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用，活動 の と 大 ー の 成 を， 力学，
ー ンによって 究する。また， 計算科学で 分野と する。 を

自 度と なした に して， 度 関 を とする 多 に く
計算 を発展さ ， の ， 成に関 る の研究を
する。 
 

研究  と の 用を する第 計算 計算の を
発展さ ， における ンの ， による 変 の

を する。 
 

研究  機 報分野では， 機 の を めると共に，
分野と して 学分野に する 見を第 によって する。分

分野では， と ータ の多様 と 関 の を
目指し， 発 ータに く大 を行 。 
 

研究  科  において，全 を
用いた の の セ 研究を行い， 動との関 を る。 によ
る 果に する 実 を行い， の の導 を める。 
 

研究  及び とい の 算 置におけ
る 算 ン 言 の 発を，各
ー ン分野との を 野に め， 算 機 の研究 の として展
する。 分 の の 機 の を行 。 
 

研究  ータ 分野では， ータ利活用に する 分
ータ の 度 等に り む。また，科学 ータの 度利用 に関す

る研究 発を 部 と して する。計算 分野では， ータ
に，実 の 次 報を り むことにより，計算 の を検 する。ま
た， を用いた を 部 の科学 ータに 用するな の をは
かる。 
 

 
研究 点 に けた に る活動を実施する。 には，これ

まで めてきた ン 大学および， の ー ン ー 研究所との の
下で共同研究を し， 研究 点 に けた を める。 
 

 
計算科学の ー を研究科とと に実施し， ー
および ー ン ，大学 共 科目等の計算科学の に関

する を 実さ る。 
 
． 評価 評価 評価 評価

の  
外部評価， 事 での指 事 に き， センター これまで実 を んできた

研究 を に しつつ，各分野の協業 を する。 のための研究
の 部 を のよ にす きかについて検 を める。また，センターの

な部 に けた り を実施する。 
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．評価  

 ．１ 研究  

  ．１．１  

 

 

な のあったと められる研究 と評価す き点  

ン ータを用いた ー における大 計算 実

に められている。  とい はこれまで に のない大

きさであり、 の利点を かして、 ン の 計算、

の 成、 ン ン な の計算 実に められ

ている。また、 ン り を用いた ー の研究は、

に見て な り であることを評価するとと に、 の 展

に したい。 

 

分であると められる研究 と改善す き点  

全 にはこれまでの い されており、 なる発展を

する。 

 

２ 年度の評価 指 に関する改善  

ここ 年、 度 度 の研究について、より かり すい

報告を してきた 、 年度は となる ー ー 度

の 点 な 、 目す き成果を している。 の 発

展を する。 

 

の評価 

特に成果 ある 、 、 おおむ 、 分 、 評価 外  

 

センター に行 れているか  

 

学 に行 れているか  

 

、 活動 活発に行 れているか  

 

会 会活動な 行 れているか  
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評 
機導 、筑波大 ー は 点での大 計算を し 実

な成果を げてきており、 なる発展を したい。特に、 ン

ータ上で 成した は、  とい 大な を つ事 特 で

あり、 ン の 計算、 の 成、 ン

ン 計算な に して、 な を つ。 度

度 における については、 で めて ー ー におけ

る 度の 点の に成 するな 大きな成果 られている。こ

れを かりとして、 な発展 される。 ン り を用

いた ー の研究は、 の ン ー の ー

ン を る たな 計算 の であり、大変 深い。また、

ー ー ーの な 、標 を た に する たな

動 見を よ とい 評価できる。 に、筑波大を とし

た の活動は の 研究に して多大な を行っており、

な ー の まれる。 

 

の  

特 事 なし。 
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．  研究  

． ．１  

 

 

な のあったと められる研究 と評価す き点  
   成、 成、活動 の の研究において な

展 あったと められる。 等に する 大 ー

ー の によって 成される を重力多 計算によっ

て 、 成 に に する による力学

ー の と成長を めるとい 果を たことは れた成果として

評価できる。 に った からの を に計算する

の 発と実 、活動 ー における から

の 外 を した 計算 ー の 発において な

展 あった。すばる 等を用いた ン の 外

分 によって、これらの に い ー することを

らかにしたこと れた成果である。 
 

分であると められる研究 と改善す き点  
  当なし 
 

の評価 

特に成果 ある 、 、 おおむ 、 分 、 評価 外  

 
センター に行 れているか  

 

学 に行 れているか  

 

、 活動 活発に行 れているか  

 

会 会活動な 行 れているか  

 
上 の評点の な に関する ン  
 上で に動 する  の 発 展し、 の を 成

したことは 計算 研究部 との の成果として評価できる。

また、 科学研究部 との によって における 成

の 研究、 成 機 の 力学計算 され、 外

の にさらされた 成 の ン の の研究に

よって大学 の学 を するとい 実 られていることから、
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センター は と評価した。 会議での ない点は

される 、 般 多 行 れていること、  

助 として に 外との を めていることから、

活動は と評価した。 会 に関しては研究成果の 会 の発

の機会 なくなっているよ に見受けられることから、評価は と

した。 
 

評 
に される の 成と の ー ン研究において

多くの れた研究成果 られている。当 年度に 報の さ

れたことは く評価できる。 との に められており、すば

る 等を用いた ン の と した は 用

多く、 目されている。 科学研究部 との による 成

の研究、 外 の ー ー の研究 展しつつある。全

な学 である 計算科学 点 と した研究の

発展に する。 方、当 年度に多くの ン ー 学外に したことに

よる研究活動の 下 される。 ン ーの は

平成 年度で すること である 、 たな大 外部 を して

れた 研究 を し けること 要であろ 。 
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． ．   

 
 

な のあったと められる研究 と評価す き点  
に する 度 関 計算の発展には、大きな ン のある研

究成果 ており、 く評価 る。 に ン を り んだ

度 関 の 発 重 ータ の 成 標 を用いた研究 目され

る。 

 
分であると められる研究 と改善す き点  

特に指 す き事 はない。 度 関 計算を じての多分野との

の ないよ である 、研究活動は んでいる のと れる。 

 
の の ン  

分野は研究 ー 多様で多 に っており、上 の特に目 った成

果 外に 重要な ある。 
 

の評価 

特に成果 ある 、 、 おおむ 、 分 、 評価 外  

 
センター に行 れているか  

 

学 に行 れているか  

 

、 活動 活発に行 れているか  

 

会 会活動な 行 れているか  

 
評 

学の ー は ン ー 実してきて、 のある のに

なっている。特に 度 関 に を置いた研究では の 要な研究

ー として 導 な を っている。 の で 、 を り

れた方 での研究は に見て した のである。学 な 用

含めて さらに して しい。 度 関 計算に を置いた分

野は、 大学な 大学 まで含めると 材 多く ってきてい

るよ である 、 れらを のよ に研究 として に に

り していくか、 の 要 点となったので、 して しい。全 と

しては 常に まく研究活動 んでおり、 な 方で い に

していることは く評価できる。しいて言 ば、これまで られなかっ
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たよ な 大 計算で、 の しい 平を くよ な 材

いたら、さらにすばらしいことになるでし 。 
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．  研究  

． ．１  

 

 

な のあったと められる研究 と評価す き点  
方 と 度 関 を た，

の い ー の ー を， ー ー ン

ータ の計算に けて 度 し， 度な による

の 成な ， の 用に関する ー ン 大きく

展した。 で ， 業 に重要な ー ー ー ンの と

の につな る成果は， に見て 自 く， 業 か

ら 目されている。 ー ー による分 の

ー ン 展を見 た。また を く した 導 の

導計算 を， 用 学 と協力して し， 導

の と の に けて大きく した。 
 

分であると められる研究 と改善す き点  
当なし。 

 
の評価 

特に成果 ある 、 、 おおむ 、 分 、 評価 外  

 
センター に行 れているか A 
 
学 に行 れているか A 

 
、 活動 活発に行 れているか S 

 
会 会活動な 行 れているか X 

 
上 の評点の な に関する ン  
当 ー の の い を活かして， 業 の しい

まれていることを， く評価する。 ン ー ったこと ，

ー として研究の を げることにつな っている。 
 

評 
と の 用に関する 研究としては， に見て ー

な 発 ，大 ー ンを用いた研究成果を げてきた ー
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である。平成 26 年度は 業 から 目される しい発展 あり， を

活かしつつ研究 展している。 の 導 を研究してきた ン

ー ることで， ー の 機 な ， さらに むこと

される。 
なお， ー で 力 な研究を行っているだけに，大学 だけでなく

PD 業研究 な 含めた 材 成について ，いっ の を

したい。 の とつの として， の 研究成果の 報

について ， き き検 をお願いしたい。 
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．  研究  

  ． ．１  

 

 

な のあったと められる研究 と評価す き点  
機 報分野においては、タン の れたた ー ン

を にするための しい ン ン 方 を できていることは、大い

に評価できる点である。タン の れたた ー ンはまだま

だ な計算であること、またタン の 成 かることは、

に見られる変 を評価する重要な かりであることから、

発の は大きい。さらに、実 との協力により 成における 発

機 、および 特 から の分 を できる

ある点を らかにしていること 、評価できる点である。 における

成 を らかにする研究は大変 であり、これらからの展

し である。分 分野においては、 の に 実に る研究

を けており、 の 力は大いに評価できる点である。この研究には、

ータの と 方 の の 要であり、 事 を自ら行

っていることでお いの事 の発展に していること 、評価す き点であ

る。 
 

分であると められる研究 と改善す き点  
タン の れたた ー ンは、たと ば による

計算機 実施されており、 のよ な計算との いな を らかにする

要 ある。 の各 における計算では、実 学 に して機 改変実

な を できるところまで められると、計算機による 科学研究の

置 け 大変 になる。分 研究においては、 された ータの

多 利用の検 、これからの研究を発展さ る上で 要な に し

ているよ に れる。 

 
２ 年度の評価 指 に関する改善  

機 報分野に関して、 年度指 した との協力 の

要 に関して、 年度は と の共同研究 かなりす

すんでいる。 のことによって、分 学の すすんでいるよ

である。分 分野においては、 年度に大 ン ータの なる利用

を指 した 、 年度は特に の に 置

の導 による 計算 行 れており、大 ン ータの特

かされるよ になっている。 
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の評価 

特に成果 ある 、 、 おおむ 、 分 、 評価 外  

 

センター に行 れているか  

 

学 に行 れているか  

 

、 活動 活発に行 れているか  

 

会 会活動な 行 れているか  

 
上 の評点の な に関する ン  

科学研究は、 の成り から学 な要 を多く含む学問である。

部 において 、センター の 部 外部機関と に し、研究

を大きく発展さ ていること 報告 より らかである。さらに 分

野との共同は、 深い 果につな る あり し である。 
 

評 
科学は学 な分野であり、 を らかにする ー は多

様である。 の において、大 ン ータを つ計算科学研究センター

の は、 の計算 力を 大に発 することで、 の方 では らかにで

きないことを らかにしていくことであろ 。この 点から 科学分野の

平成２６年度成果を見ると、 深い各 研究の成果と、 分野との共同研

究による成果の く評価できる。特に、実 には 見る こと でき

ないタン の れたた の 機 、および の 多様 を

ている のことを らかにした成果は、大 ン ータ あってこ

られる のである。 

大 ン ータによる 科学研究の重要 は、 な ら く 般に

されているとは言い く、 科学と ン ータのつな り さ

れない 、 で 多々見受けられる。 科学研究部 だして

いるよい成果は、 と 報部な の 力で く 般に って らい、

の計算 学の 野を げていくことに つな っていくことを

する。 
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．  研究  

． ．１  

 

 

な のあったと められる研究 と評価す き点  
大 大 研究について、 大 大 による の

実 の 行 である。 の 研究について、 会

の 自 との 力発 等多 な り められている。

部科学 変動 を じた全 の ン

ー との んでいる。 
 

分であると められる研究 と改善す き点  
全 について、大 ー ンについては の ータ

行 である点を評価した 、 の計算 での ー ン

については特に られないよ である。 等の利用

等について報告いただきたい。 

 
２ 年度の評価 指 に関する改善  
大 大 研究について、 ン ーの を指 した 、助 の に

より の改善 んでいるのではないか。助 の研究

かるよ な報告を む。 、 機関とのよりいっ の を

した 、特に 展はないよ である。筑波大の 業 機関で活 し

ているので、 ー を活用して、筑波大に できるよ な方策は

じられないのか。 
 
の の ン  

の研究について、 科  の

されたところである。 き き、 な関 を する。 

の 研究について、 部科学 の

されよ としており、 き き全 の ン ー との

を めるとと に、筑波大学としての 自の 点を った研究を して

しい。 

の助 成 ン ーとして っており、研究の でき

る。 は、助 の研究 かる での報告を む。 

筑波大で している ータ ー について、 の利用 等 か

る 報をまとめて しい。 の 等の ータに する り

について、 のよ に ているのか して しい。 分野につ

いて 、 、 ータ等、 さらに重要な を
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されており、さらなる を む。 

 
の評価 

特に成果 ある 、 、 おおむ 、 分 、 評価 外  

 
センター に行 れているか  

 

学 に行 れているか  

 

、 活動 活発に行 れているか  

 

会 会活動な 行 れているか  

 
上 の評点の な に関する ン  

の 研究について、 学 、 会 会活動 大い

に評価できる。また、 学会 大学 会、 セ

ン等の について、 の尽力に を する。センター については、

計算 の 等の あると れる 、目に見 る での成果

を む。 
 

評 
ン ーの 等、 年同様の 評を り さ るを ない 、助 の

等、 している点 あると れる。 り しになる 、

の研究成果の に、 の研究成果、 機関との 、 ータ ー の

の展 等、目に見 る での成果報告を む。 、 、

ータ等、計算科学研究センターは さらに重要な を

されており、さらなる を む。 
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．  研究  

 ． ．１  

 

 

な のあったと められる研究 と評価す き点  
 方 に く次 算 機 の研究。 ータ ン ン

ン のための  
 

分であると められる研究 と改善す き点  
分であるとは ない 、 に関する成果 ない

ある 研 の 行 んだためか 。また な研究 ー

の つである に関する成果 、 年度 指 したよ に ー

な 会議には発 されていないこと 材料である。 
 
２ 年度の評価 指 に関する改善  

に関する成果発 に改善 見 し い。 
 
 

の評価 

特に成果 ある 、 、 おおむ 、 分 、 評価 外  

 
センター に行 れているか  

 

学 に行 れているか  

 

、 活動 活発に行 れているか  

 

会 会活動な 行 れているか  

 
上 の評点の な に関する ン  

特にありま ん  
 

評 
年度は 部 の 当 ー に、 に げた のを含めて 目す き

成果 見られた。 の ー について 実に 展しており、多 に

たる研究活動全般について い活動 にあると評価している。 の

方で、 といった な ー に関して、 年度

指 したよ に ーな 会議での発 であり、 機会を
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すな の 力 なされたかについて の ある。 

方、 たな ー として  方 に く次 算 機

の研究 されている。この ー は 年度までの 算 機 を

つ の の 研究 の成果を発展さ 実 を目指した の

であり、 の成果によっては の 計算 の動 に大きな ン

を る あり、 の 展に 目したい。 

 
の  

特にありま ん  
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．  研究  

． ．１  

 

 

な のあったと められる研究 と評価す き点  
ータ に関 する研究分野の 要な を に ーする研

究 になっており、 を活用した ータ ン 発見における研

究成果としてよい の ている。 れら ーな 会議 として

に発 されている。 

 
 

分であると められる研究 と改善す き点  
分と判断される研究 は特にない。特に指 するならば、

等と した研究に関しては、実用 等 の展 を し すこと

を検 すること される。 
 
２ 年度の評価 指 に関する改善  

科学分野における ータ ー 用 に関しては、研究 に

を発 するよ に を たところ、 に展 しているよ である。

当 研究分野において 成果 に ることを改めて したい。 
 

の評価 

特に成果 ある 、 、 おおむ 、 分 、 評価 外  

 
センター に行 れているか   

 

学 に行 れているか  

 

、 活動 活発に行 れているか  

 

会 会活動な 行 れているか  

 
上 の評点の な に関する ン  

活動については、 会議の運営 外の特 の ない 、

ば における研究は 標 活動と 深くつな ることから、

す き 点として 置 けること される。 
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評 
この分野は、 ータ な の学 研究において 目される

を のである。 の で、 上 要な 研究分野を

に し、 に り んでいると評価できる。 、 ー ン

ン の動き 次第に大きくなるにつれてこの分野の の実用 重

要となるため、 な ー ーを り んだ研究の重要 すと

れる。 

   は、このよ な動 を に置いた研究分野 成に か よ 、

ー の していくことをお願いしたい。 

  発 はこの分野の れた 会議に されており、 分で

ある。また、学 の受 多いことは 研究 の 成のために 大変

ましいことであると特 できる。 

   さらに、大きな外部 を ていること 、この分野の研究 ー の

活 を す ン として重要である。 

 

の  

特になし 
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． ．   

 

 
な のあったと められる研究 と評価す き点  

す ての研究 で 実な成果 あ っていると判断できる。また、研

究の要所で な 外発 を行っており、これ 発 に する多

の受 につな っており、研究の なら 研究 の 成とい 点で 大い

に評価できる。 
 

分であると められる研究 と改善す き点  
分であると められる研究 は見当たらない。 

 
２ 年度の評価 指 に関する改善  
特に問 点は見当たらない。 

 
の の ン  

分野 目指す、実 計算 報学実 のための様々な要 と、 用

につな る研究 を設 し、 実に研究を していることは、評価

できる。しかしな ら、 々の研究 、実 計算 報学の の を

するのかといった全 な 点からの 報告 には く、 か

りにくい を ている点は であり、次年度 の報告 での改善を

したい。 
 

の評価 
特に成果 ある 、 、 おおむ 、 分 、 評価 外  

 
センター に行 れているか A 

 
学 に行 れているか A 

 
、 活動 活発に行 れているか A 

 
会 会活動な 行 れているか A 

 
評 
分野 り む を するための、 な研究 設 され、

実な成果 上 っている点は評価できる。 多 点 から した

を用いた ー ン では、実 報の と、

ータを用いた ー ンで の できる。 ー
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ー ン の運動 と 行き との関 では、 の

特 を んだ 報 の を目指している点 評価できる。また、

研究 を学 の と さ て、 発 に する多 の受 ある

こと 評価できる。 、これまでの を し、実 計算 報学

として、 こまで されたのかを らかにする ー 等を

し、研究の を することで、より 果 に研究成果を すこと

できると れる。また、 点では、 から な実

に関する 報を の としていると れる 、これをより大きな

とすることで、より の研究およびセンター の 展 でき

ると られる。 
 

の  

特になし。 
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． 評価 

 
計算科学研究センター各部 の研究は れ れ い にあり、

に 評価されている。センター 、 学 、 、 会

といった多 点からの評価は、S 判 8 、A 判 21 、B 判 3
、C 判 0 と、H25 年度より に評価 上 っている。大学の 力な

ー の下、 を する計算科学および計算機 の研究 点

として、 分に機 していると められる。 
HPCI に き， 重点 において ， 研

究センターは 分野の として，また 科学分野の重要な 点

として， されている。各評価委員の ン からは， の

HPC の重要 点であるとい の下に， なる研究だけでなく， 材

成 報な 含めた， の計算科学分野に する められて

いること れる。 全 を見 す大きな ンの に， 機関と

の を めつつ， を活かす を に行っていただきたい。 
 
                  研究評価委員会委員長 常行  
 

 
 

─ 25 ─


